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気液・固液撹拌における物質移動特性 

目的 
気液撹拌ではスパージャーの設置位置、固液撹拌では邪魔板条件を変化 

させそれらが物質移動特性に及ぼす影響について調査する。 
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固液撹拌  ～邪魔板条件変化～ 

強い邪魔板条件では槽底に卍型の

滞留部が存在し、邪魔板条件が緩くな

ると槽底の粒子は槽の外側へ集積、

邪魔板なしの条件ではエクマン境界層

の影響によって槽中心に集まるように

なった。 

各条件の屈曲点は、Nis での液単位体積

当たりの撹拌所要動力 PVjsに相当し、邪魔

板条件を緩くするにつれて PVjs も小さくなっ

ていった。 
気液撹拌  ～スパージャー設置位置変化～ 
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